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 「今日の治療薬」、「治療薬マニュアル」など、ご自身の使いやすい医薬品集を日常よく利用され

ていると思うが、今回は私が効果的で安全ながん薬物療法を支援するために利用している、医薬

品集の 1つを御紹介したい。 

 “Mosby’s Oncology Drug Reference” は、オンコロジー（腫瘍学）の薬剤に特化した医薬品集で

ある。内容はUNIT1～6に分けられている。UNIT1は個々の薬剤の情報がアルファベット順に掲載

されており、UNIT2～6 は以下のテーマでコンパクトにまとめられている。それぞれ、UNIT2:小児腫

瘍学、UNIT3:支持療法（骨髄抑制、悪心・嘔吐、粘膜障害、下痢・便秘、骨の異常）、UNIT4:薬物

相互作用、UNIT5:メディケーションエラー、UNIT6:職業上の抗がん剤被爆となっている。 

 UNIT1 に収載されている薬剤は、抗腫瘍薬に加えて顆粒球コロニー刺激因子(G-CSF)製剤、ビ

スホスホネート製剤なども含まれる。それぞれの薬剤に関して、一般名、商品名、薬効群、薬理作

用、薬物動態学的データ、適応、適応外使用、用法用量、禁忌、調整時の注意点、安定性、薬物

相互作用、検査値に与える影響、配合変化、副作用、”Special consideration”の項目に分かれてい

る。このなかで特に有用だと思う項目は、用法用量の項目と”Special consideration”の 2項目である。

まず、用法用量の項目は腎機能・肝機能低下時の用量調節の目安が書かれており、日本の添付

文書で情報が得られない場合に、この情報をもとに医師とディスカッションをし、用量の調節を行う

ことが可能である。また、”Special consideration”の項目は、投与開始前の確認項目、インターベン

ションと評価、教育の 3 つに分けて、薬剤師として治療をモニターする上で確認しなければいけな

いポイント、対処方法、患者教育の要点がまとめられている。 

 UNIT2,3 は薬物治療だけでなく、病態生理もしかりとまとめられている。UNIT4 の薬物相互作用

に関しては、薬剤の併用によって起こる作用と考えられる機序が表にまとめられているうえに、それ

ぞれ参考文献も掲載されている。この本は白衣のポケットにいれるには厳しいが、持ち運び可能な

サイズである。そのため、私はカンファレンスやミーティングでメンバーが全員揃うまでの隙間時間

に読んだりしていた。 

 巻頭言にも書かれているが、特定のがん種に対しての●●療法といったような治療レジメンは掲

載されていない。理由は日々の臨床試験などにより変更が起こる可能性が高いからである。しかし、

個々の薬剤の基本的な情報リソースとして利用できる点に、この本の意義があると考える。 

 日本で薬剤師がこの本を利用する場合の問題点は、アメリカで発売されていない薬剤に関して

は記載がないことと、日本の添付文書と整合性が取れない場合がある点だと思う。しかし、新しい治

療レジメンの参考文献が海外での臨床試験である場合が多いことを考えると、海外での用法用量

の指針を参考にしながら考えるための便利なリソースとして利用できる。 


